
鶴
岡
市
教
育
委
員
会
主

催
の
「
国
史
跡

旧
東
田

川
郡
役
所
及
び
郡
会
議
事

堂
」
未
来
へ
つ
な
ぐ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月

日
、

30

東
田
川
文
化
記
念
館
明
治。

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た

、

開
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

同
館
寺
子
屋
「
藤
島
少
年

」

、

少
女
合
唱
団
の
発
表
で

、

伸
び
や
か
な
歌
声
が
響
き

会
場
内
に
は
同
館
寺
子
屋

「
子
ど
も
の
土
曜
美
（
絵
」

画
教
室
）
の
作
品
が
飾
ら

れ
、
皆
川
治
市
長
が
挨
拶

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

基
調
講
演
Ⅰ
は
、
谷
口

裕
信
氏
（
皇
學
館
大
学
文

学
部
教
授
）
が
『
東
田
川

「

郡
政
の
歴
史
的
意
義
」
～

郡
役
所
・
郡
会
の
仕
組
み

と
役
割
～
』
と
題
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

谷
口
氏
は
、
２
０
０
９

年
に
調
査
に
来
ら
れ
、
17

年
３
月
に
同
館
で
講
演
し

て
い
ま
す
。

山
形
県
は
１
８
９
１
年

平
成
大
合
併
で
「
郡
」

の
存
在
意
義
は
小
さ
く
な

っ
た
が
、
明
治
・
大
正
期

に
は
、
１
８
７
８
（
明
治

）
年
に
郡
を
行
政
機
関

11

、

と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

１
９
２
６
（
大
正

）
年

15

ま
で
郡
役
所
が
存
在
し
て

い
た
。

山
形
県
に
お
い
て
は
、

１
８
９
１
（
明
治

）
年

24
（

）

か
ら
１
９
２
３
大
正
12

年
ま
で
、
郡
政
は
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
進
め

ら
れ
た
。

東
西
一
緒
の
意
見
も

郡
政
の
前
の
近
世
社
会

で
は
、
田
川
郡
と
し
て
東

西
が
一
体
だ
っ
た
が
、
面

積
や
人
口
・
戸
数
、
飽
海

郡
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
理
由

か
ら
、
西
田
川
郡
と
東
田

川
郡
に
分
け
ら
れ
た
。

近
世
社
会
で
は
、
県
と

町
村
と
の
間
に
中
間
行
政

機
関
と
し
て
の
大
区
が
設

け
ら
れ
、
第
６
大
区
の
区

務
所
が
藤
島
に
、
第
７
大

区
の
区
務
所
が
鶴
岡
に
あ

っ
た
こ
と
も
、
田
川
郡
を

分
割
し
た
理
由
と
考
え
ら

れ
る
。

し
か
し
、
東
と
西
の
郡

役
所
を
一
緒
に
し
た
方
が

い
い
と
い
う
意
見
も
、
山

形
県
会
で
は
１
８
８
０
年

に
出
さ
れ
て
い
た
。

藤
島
の
郡
役
所
に
行
く

の
に
、
鶴
岡
を
経
由
し
な

い
と
行
け
な
い
町
村
が
あ。

っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

財
政
は
県
内
最
大

郡
役
所
の
吏
員
は
郡
長

１
人
に
郡
書
記

人
を
基

13

本
に
、
郡
技
手
や
産
業
技

師
が
大
正
期
に
増
え
て
い

る
（
１
９
２
１
年

人
。）

19

そ
れ
は
第
１
次
世
界
大

戦
後
の
工
業
の
発
達
が
背

景
に
あ
っ
た
。

自
治
団
体
と
し
て
の
郡

会
が
設
置
さ
れ
る
前
は
、

郡
内
の
連
合
町
村
会
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
東
西
田、

川
や
東
西
田
川
飽
海
な
ど

複
数
郡
に
ま
た
が
る
も
の

も
存
在
し
、
県
内

郡
で

11

の
連
合
町
村
会
が
存
在

14

し
て
い
た
。

議
場
は
最
初
、
大
洞
寺

に
置
か
れ
た
が
、
１
８
８

３
年
に
郡
役
所
の
中
に
仮

議
事
堂
、
１
８
８
８
年
に。

郡
議
事
堂
が
設
置
さ
れ
た

特
徴
的
な
の
は
郡
参
事

会
で
、
郡
会
か
ら
選
ば
れ

た
５
、
６
人
の
参
事
と
、

郡
長
と
の
合
議
体
が
活
発

に
開
か
れ
て
い
た
。

東
田
川
郡
の
提
唱
で
、

東
西
田
川
２
郡
で
病
院
を

設
立
（
１
９
１
１
年
）
し

た
動
き
も
あ
っ
た
。

東
田
川
郡
の
財
政
は
県

内
最
大
で
、
全
国
で
も
有

数
の
財
政
規
模
だ
っ
た
。

そ
の
特
徴
は
、
郡
営
の

電
気
事
業
で
、
収
益
を
一

、

、

般
会
計
や
伝
染
病
予
防

学
資
金
な
ど
の
特
別
会
計

に
繰
り
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
こ
と
で
、
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。

（
基
調
講
演
Ⅱ
は
次
号
）
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8月 18人 5,700円
7月 32人 26,350円

村
の
四
季

55
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

大
晦
日
の
夜

大
晦
日
は
、
夜
食
が
済

む
と
若
者
た
ち
は
村
の
公

会
堂
に
、
誰
誘
う
で
も
な

い
が
集
ま
っ
た
。
別
に
飲

み
食
い
す
る
わ
け
で
も
な

い
が
、
た
だ
集
ま
る
。

押
し
入
れ
か
ら
、
青
年

団
が
出
征
兵
士
を
送
る
楽

団
の
楽
器
を
出
し
て
吹
き

鳴
ら
す
者
、
将
棋
を
さ
す

人
、
腕
相
撲
の
力
比
べ
を

す
る
者
、
農
業
の
将
来
や

政
治
経
済
を
論
ず
る
者
な

、

。

ど
多
士
済
々
で
あ
っ
た

、

農
業
の
将
来
に
つ
い
て
は

水
田
酪
農
に
つ
い
て
熱
が

入
っ
て
い
た
。
特
に
結
婚

に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ト
ニ

ッ
ク
・
ラ
ブ
と
は
な
ん
ぞ

や
を
論
じ
て
い
た
。

友
達
は
い
い
も
の
で
、

何
の
訳
も
な
い
が
、
隣
に

い
る
だ
け
で
退
屈
し
な
い

と
こ
ろ
が
よ
い
。

夜
中
の

時
に
な
る
と

12

同
時
に
、
永
慶
寺
の
除
夜。

の
鐘
を
打
っ
て
解
散
し
た

こ
う
し
た
誰
が
決
め
た

訳
で
も
な
い
、
長
年
続
い

た
大
晦
日
の
集
ま
り
も
、、

テ
レ
ビ
が
各
家
庭
に
入
り

紅
白
歌
合
戦
が
放
送
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
然

と
無
く
な
っ
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
。

☆

☆

米
の
郷
、
上
々
作
の

さ
と

暑
さ
か
な

今
年
は
例
年
に
な
い
猛

暑
が
続
き
、
稲
も
出
穂
期

を
迎
え
た
。

今
年
も
８
月

日
の
終

15

戦
記
念
日
を
迎
え
る
。

あ
の
日
も
、
今
年
の
よ

う
な
猛
暑
で
あ
っ
た
。

以
前
、
東
田
川
文
化
記

念
館
郷
土
研
究
サ
ー
ク
ル

で
、
長
野
県
に
造
っ
た
大

本
営
を
研
修
視
察
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。

こ
の
施
設
は
、
終
戦
間

近
い
頃
に
皇
居
か
ら
疎
開、

す
る
た
め
造
営
さ
れ
た
が

終
戦
と
な
っ
た
。
全
庁
舎

地
下
壕
で
あ
っ
た
。
作
業

人
夫
は
在
日
朝
鮮
人
で
あ

っ
た
と
い
う
。
終
戦
で
結

局
使
わ
れ
な
か
っ
た
。

「

」

私
は
こ
れ
ま
で
民
報

に
何
度
か
、
日
本
の
戦
争、

の
こ
と
を
書
い
て
き
た
が

８
月
に
な
る
と
、
あ
の
戦

争
の
悲
惨
さ
を
思
い
出
さ

ざ
る
を
得
な
い
。

郡
営
電
気
事
業
が
特
徴

国
史
跡

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（

）

基
調
講
演
す
る
谷
口
裕
信
氏

皇
學
館
大
学
文
学
部
教
授



「
か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん

ぼ
」
が
営
業
を
再
開
し
ま

す
。昨

年

月
末
で
温
泉
営

11

業
を
終
了
し
た
「
か
た
く

り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
（
鶴
岡
市

」

熊
出
）
が
、
期
間
限
定
で

営
業
を
再
開
し
ま
す
。

地
元
朝
日
地
域
の
住
民

が
新
た
に
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
み
っ
と
Ａ
Ｆ
Ｃ

が
、
８
月

日
か
ら

月

11

11

日
ま
で
運
営
し
ま
す
。

10

【

】

、

内
容
大
人
４
５
０
円

子
ど
も
２
０
０
円

※
月
・
火
曜
日
休
館

８
／

(
月)

、

(

火)

は

14

15

通
常
営
業
。

【
営
業
時
間
】

水
～
土

時
～

時

10

21

日
曜
日
は
７
時
～

時
21

で
は
最
適
な
医
療
が
受
け

ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
ん
だ
ヨ
。
そ
ん
な
事
あ

ん
の
？
ハ
ッ
キ
リ
説
明
し

て
も
ら
わ
に
ゃ
。

▲
こ
の
項
に
も
う
一
つ
変。

な
事
が
書
い
て
あ
る
ん
だ

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
と
、
健
康
保
険
証

で
受
診
し
た
場
合
と
比
べ

て
初
診
時
な
ど
の
医
者
や

薬
屋
の
負
担
が
低
く
な
り

ま
す
」
と
あ
る
ん
だ
。
何

時
ま
で
と
は
書
い
て
い
な

い
し
、
ど
の
位
と
も
書
い

て
い
な
い
。
こ
れ
で
優
遇

し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
た
せ
た
い
の
な
ら
、

具
体
性
が
欲
し
い
処
だ
。

単
に
優
遇
だ
け
な
ら
期
限

が
あ
り
そ
う
だ
が
ネ
～
。

だ
か
ら
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

、

ト
の
申
し
込
み
期
限
は
９

月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
」
と
あ
る
ん
だ
ヨ
。

▲
皆
さ
ん
の
所
に
も
行
っ

て
い
る
ん
だ
か
ら
、
探
し

て
読
ん
で
み
て
ヨ
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
安
全

で
す
。
紛
失
し
て
も
安
心

で
す
・
だ
と
さ
（
石
川
）

。

あ
る
と
い
う
の
が
、
天
羽

初
代
館
長
の
一
つ
の
誇
り

で
あ
っ
た
。

館
長
は
創
建
時
の
も
の

と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
れ
は
先
号
で
書
い
た
よ

う
に
昭
和

年
増
築
さ
れ

13

た
付
属
棟
の
壁
を
か
ざ
っ

た
の
で
あ
る
。

今
は
ほ
と
ん
ど
が
色
褪

せ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た

の
を
組
合
せ
、
一
室
の
み

を
飾
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
も
『
修
理
工

事
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
修
理
復
元
さ
れ

た
方
々
に
感
謝
し
た
い
。

東
田
川
史
跡
物
語

東
田
川
史
跡
と
私
ー
金
唐
革
紙

き
（

青
山

崇

ん
か
ら
か
わ
し
）
①

あ
っ
た
。

で
も
そ
こ
は
日
本
人
、

和
紙
で
作
っ
た
。
そ
れ
ま

で
歴
史
的
に
継
承
し
て
き

た
諸
技
を
駆
使
し
、
和
紙

の
金
唐
革

金
唐
革
紙
を

︱

つ
く
り
、
政
府
も
明
治
の

世
と
な
り
後
押
し
し
、
逆

に
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
、
作

る
会
社
も

社
余
り
と
な

20

っ
た
。

諸
技
と
は
、
破
れ
な
い

丈
夫
な
紙
を
漉
く
技
、
浮

世
絵
の
た
め
の
版
木
彫
り

と
刷
り
の
技
、
薄
い
箔
作

り
の
技
、
漆
の
技
な
ど
で

金
唐
革
紙
が
誕
生
し
た
。

こ
の
壁
紙
が
議
事
堂
に

せ
、
金
泥
そ
の
他
で
彩
色。

し
た
高
級
壁
紙
で
あ
っ
た

日
本
で
も
好
評
で
、
江、

戸
初
期
に
輸
入
さ
れ
た
が

鎖
国
で
輸
入
は
ご
法
度
で

そ
れ
っ
て
本
当
？

先
日
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
証
が
届
い
た
。
同

封
に
、
健
康
保
険
証
と
の

関
係
で
日
本
国
中
を
騒
が

せ
て
い
る
今
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
進
め
る
紙

が
入
っ
て
い
た
ん
だ
。
ど

ん
な
人
達
が
書
い
た
ん
だ、

ろ
う
か
と
思
う
と
同
時
に

混
乱
を
招
い
た
こ
と
に
反

省
の
な
い
国
の
や
り
方
な

の
だ
と
。
し
か
も
、
納
得

が
い
か
な
い
事
が
書
い
て

あ
る
ん
だ
。

▲
そ
れ
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ

、

ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
ぜ
ひ
お
使
い
く
だ

さ
い
」
と
い
う
押
し
付
け

が
書
い
て
あ
る
事
だ
。
し

か
し
「
な
ぜ
使
え
」
な
の

、

か
は
書
い
て
い
な
い
ん
だ

が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

、
ド
を
保
険
証
代
わ
り
に
使

う
と
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

最
適
な
医
療
が
う
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
」
と
あ
る

ん
だ
。
変
な
事
言
っ
て
い

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
と

い
う
事
は
「
健
康
保
険
証

、

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ

期
間
限
定
で
再
開
！

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
、

（

）

金
唐
革
き
ん
か
ら
か
わ

と
い
う
。
唐
草
模
様
・
花、

鳥
な
ど
の
文
様
を
型
取
り

革
の
表
面
に
浮
き
上
が
ら

①貼り終えた金唐革紙 本来の金唐革紙

①の金唐革紙拡大図 貼る前の同室


